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電池を作って、電子メロディー・ＬＥＤ 
10 円玉 1 円玉電池・備長炭電池、ソーラーモーター・電子ブザー 

1 パイプを使った電池 ←詳しくはここをクリック 
 下図はアルミニウムと銅のパイプを使った実験です。容器に水を入れて、発光ダイオード

（ＬＥＤ）や電子メロディーをつないでみましょう。変化がなければ、電池をつないで１つ

ずつ増やしてみましょう。図のように電池を銅線でつなぐことができます。発光ダイオード

は正面から見てください。 
次に食塩水に 2 つのパイプをつけて同じように実験してみましょう。 

 
２ 10 円玉と 1 円玉の電池 
 用意するもの 
  10 円玉（5 枚）、1 円玉（5 枚）、キッチンペーパー、食塩水（できるだけ濃くする） 
  ＬＥＤ、電子メロディー、電子ブザー、ソーラーモーター 
 準備 

① 10 円玉をきれいにする。よごれを落とすためにソースでみがきます。時間のあると

きは、ソースを水でうすめた液につけておいてもきれいになります。 
② キッチンペーパーを 1 円玉の大きさに 5 枚切る。 

 実験 
① 食塩水にひたしたキッチンペーパーを 10 円玉と 1 円玉の間にはさみます。これで 1

つの電池です。これを 5 個つくっておきましょう。 

http://www6.plala.or.jp/maamu/bolta.pdf


② 1 円玉が電池のマイナス、10 円玉が電池のプラスになります。ＬＥＤや電子メロディ

ーをつないでみてください。ＬＥＤや電子メロデーにはつなぐ向きがあります。赤い

リード線がプラス、黒いリード線がマイナスです。赤いリード線を 10 円玉に黒いリ

ード線を 1 円玉につなぎます。ＬＥＤは横からだと分かりにくいので正面から見てく

ださい。 
③ もしＬＥＤがつかなかったり、電子メロディーが鳴らなかったら、この電池を同じ向

きに重ねてみてください。いくつ重ねるとＬＥＤがつきましたか。電子メロディーが

鳴りましたか。下の表に結果を記入してください。 
④ 電子ブザー、ソーラーモーターも試してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
注意 この実験では、銅に比べてアルミニウムの方が食塩水に溶け出しやすい性質を利

用しています。10 円玉は銅、1 円玉はアルミニウムでできていますので、1 円玉がだ

んだん溶けてきます。あまり長い時間実験しないようにしましょう。また実験が終わ

ったら 10 円玉、1 円玉をよく洗っておきましょう。 
溶け出しやすい金属はマイナスに、溶け出しにくい金属はプラスになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 備長炭（びんちょうたん）電池 
 用意するもの  備長炭、キッチンペーパー、アルミホイル、食塩水（できるだけ濃くす

る）、銅線、アルミニウム線、ＬＥＤ、電子メロディー、電子ブザー、ソーラーモーター 
 準備   キッチンペーパーを濃い塩水にひたし、備長炭に巻き付け、その上からアルミ

ホイルをまきます。備長炭とアルミホイルが直接ふれないように注意します。つかみや

すいように備長炭とアルミホイルに針金を巻き付けます。 

 



実験 １ プラス、マイナスに注意をして、電子メロディー、ＬＥＤ、電子ブザー、ソーラ

ーモーターをつないでみましょう。結果を表に書き込んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
２ 備長炭電池を２つつないでみましょう。１つのアルミ（マイナス）ともう一つの銅

（プラス）をリード線でつなぎます。もう一度、電子メロディー、ＬＥＤ、電子ブザ  

ー、ソーラーモーターをつないでみましょう。結果を表に書き込んでください。 

 
 
 

 

 

 

 
電気のパーワー（電力）は電気を流そうとする力（電圧）と流れる電気の量（電流）に

よって決まります。 
 ＬＥＤ・電子メロディーは電気の量は少なくて良いのですが、ある程度の電圧が必要

です。今回使ったＬＥＤは２．１Ｖ以上、電子メロデーは１．３Ｖ以上で動作します。

電子ブザーは１．０Ｖ以上ですが、電流も必要です。ソーラーモーターは０．５Ｖ以上

の電圧でよいのですが、電流が必要です。 

 

 10 円玉 1 円玉電池 備長炭電池 1 個 備長炭電池 2 個 

電子ﾒﾛﾃﾞｨｰ ３個 ○ ○ 

ＬＥＤ（発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ） ４個 × ○ 

ソーラーモーター × ○ ○ 

電子ブザー × ○ ○ 

 
 次回は、4 月 22 日（土）「リニアモーターをつくろう」を予定しています。 


